
発達障害の⾳韻的特性 
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１.  ⽬的 

 
自閉症児が、「ね」のような終助詞をうまく使用できない理由を、音韻的見地から探る。 
- 「ね」の音韻的特徴（2 節） 
- 「ね」の音韻構造（3 節） 
- 「ね」の有する音調特性と自閉症（4 節） 

  
２.  終助詞 
 

(1) 終助詞: 話し手の心的態度を表す特性を有する。 
 

(2) 終助詞「ね」 
   

a. 他人の心の働きを探る言語表現 (遠藤・前田 近刊: 84, 101) 
i. 意外性の「ね」： 情動の意味を持つ 
ii.  主に共感を表す「ね」： 情動の意味を持たない  
 

b. 先行研究 
陳 (1987), 郡 (1997, 2015, 2016), 金水・田窪 (1998), 大島 (2013), Endo (2007, 2012), 
Saito (2015)，… 
 

(3) 終助詞「ね」の音韻特性 
 

a. 「ね」の音調パターン (郡 1997, 2015, 2016; 大島 2013)   

i. 強調上昇調 ↑    H 

ii. 疑問上昇調 ↗    LH 

iii. 上昇下降調 ↑↓    HL 

iv. 平調  ↘    L 

など 

 

b. 「ね」の分節特性 (Harris 1994, Nasukawa & Backley 2008, Backley 2011) 

i. 発音記号 / n e / 

ii. 子音部特性 歯茎鼻音 |cor| |nasal| |stop| 

iii. 母音部特性 前舌中位母音 |mass| |dip| 
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(4) 終助詞「ね」の構造 
a. 遠藤・前田 (近刊: 111) 

     Miyagawa (2012) 
 
 
 
 
 
 
 

b. 終助詞がない場合でも，文は「主張」など何かしらの発話行為をもつため，発音さ

れない Speech-ActP をもつ (遠藤・前田 近刊: 111 脚注 26, Radford 2016)。 

  
3.  ⾳韻表⽰ 
 

(5) 終助詞「ね」の音韻構造 
 

a. 文構造上の表出位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b.「ね」の分節表示 (Harris 1994, 2005; Nasukawa & Backley 2008, Backley 2011) 

  |cor|: 舌頂性 

  |nas|: 鼻音性 

 |stop|: 閉鎖性 

  |noise|: 擦性 

 |mass|: 高共鳴性 

 |dip|: 前舌性 

 

 

 

c.「ね」の音調の構造上の位置 
 

 

 

 

            |H| 
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  d. 疑問 

上記右の音調表示が、上記左の「ね」形態素内の一部に指定されていると考えた場

合、次の疑問が生じる。 

i. 「音調部と分節部からなる塊」と「それが指示するもの」とを関連付け、一形

態素として、レキシコンに記憶していることになる。 

 

ii.  そう仮定した場合、多様な「ね」を異なる語彙項目として記憶していること

になる。 

iii. 「ね」の音調と用法の対応は、先行形式（裸の文末）の音調と用法の対応と一

致している (郡 2016: 71)。 

→ 「ね」＝ /ne/  ＋ 文末の音調パターン 

→ 「ね」の用法 

 

(6) 提案 
 

a. 音調素性のみからなる形態素 
 
   形態素内音韻構造   意味 

i.   morpheme  強調上昇調 共有認識，…  

       |H| 

ii.     morpheme  疑問上昇調 確認要求，承認要求，…  

      |L||H| 

iii.    morpheme  上昇下降調 共感・同意の表明・要求，… 

      |H||L| 

iv.     morpheme  平調  … 

       |L| 

 
b. /ne/ + 音調の音韻構造 
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c. 自閉症児 

先行形式（裸の文末）で音調パターンをうまく使用できない傾向が強い。そのため、

上記のように，音調特性を有する「ね」の分節要素もうまく使用できない。 

→ ピッチをコントロールし、文末を上げ下げするのが苦手である。 

  
４.  ⾃閉症と⾳調特性 
 

(7) 素性 
 

a. 音調素性 i.   |H| (Hight tone) |＋stiff vocal cords| 
  ii.   |L| (Low tone) |－stiff vocal cords| 

 
b. |±stiff vocal cords|の音声的具現形 (Halle 1990: 56, 他)   

 Consonants Vowels 

|＋stiff vocal cords| voiceless high tone 
|－stiff vocal cords | Voiced low tone 

 
c. |H|と|L|の音声的具現形 (Harris 1994, Nasukawa 2005, Cyran 2010, Backley 2011, Kula 

2012, Nasukawa & Backley 2018) 
 
 
 
 
 

d. 喉頭音源対立  6 種類  母音・子音の両方で対立   
i. simplex  |H|   |L| 
ii. contour  |H||H|   |L||L|    |L||H|    |H||L| 

 
e. 共鳴性対立  3 種類  母音・子音の両方で対立   

i. simplex  |mass|   |dip| 
ii. contour  |dip||mass|   (*|mass||dip|   *|mass||mass|    *|dip||dip|) 

 
f. 阻害性対立  3 種類  主に子音上での対立 

i. simplex  |stop|   |noise| 
ii. contour  |stop||noise|   (*|noise||stop|   *|stop||stop|    *|noise||noise|) 
 

 
 (8) 対立の種類とモダリティ 
 

a. 喉頭音源素性： 他の素性に比べ、組み合わせの種類が多い 
    → 多様なモダリティを表すのに有用 

 
  b.  非喉頭音源素性： 組み合わせの種類が少ない。 
      → 多様なモダリティを表すのが難しい 
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 (9)   構造の複雑性と自閉症児  
 complex より simplex な構造が好まれる 

 
   a.  喉頭音源素性： complex な構造が多い  → マスターし難い 
 
  b.  非喉頭音源素性： 構造が complex ではない → マスターし易い 
     
 
 (10) 特異的言語機能障害 (Harris, Watson & Bates 1999, Marshall, Harris & van der Lely  
      2003, Grunwell 1987) 
   complex より simplex な構造が好まれる 
 
   a.  音節構造：   complex  →  simplex 
   オンセット  CCV   CV,  CVCV 
   核   CVV   CV 
      ライム  CVC   CV 

 
  b.  一形態素内の音節の数：  
 3 音節以上からなる語・形態素を記憶するのが苦手 σ,  σσ,  *σσσ,  *σσσσ 
 
 (11) 音機能障害の種類 
   
   a. 音韻範疇認知障害 
    音調素性 → 外在化（変換） →  具現化実行 
   
  b.  音韻範疇を音声的に具現化するためのプログラムの障害 
   音調素性 → 外在化（変換） →  具現化実行 
 
  c.  喉頭機能の障害 
   音調素性 →  外在化（変換） →  具現化実行  
 
 (12) 今後の課題 
   

a. 喉頭音源活動 
もっとも基本的で、かつ、もっとも多様 

   |H| |L| ＋ |stop| |noise|  
 

b. 「ね」を構成している形態素の間の非対象関係 
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